












































箪者に研修要請がもたらされたのは、 1993年 7月のことである。その後も 、
ひき続き、大学本部と図書館との今回の研修に関する折衝、協議が続けら
れた。























（勤務時間）午前 8: 00-11: 00 
午後13:00-16: 30 
金曜日 ・土曜日 図書館における自習（研修後半には古籍部における研修）
（勤務時間）午前 8: 30-11 : 00 
休日は、日曜日と隔週土曜日、夏休み (7月14日-8月25日）
また、 1日の研修の流れは、次の通りである。
8 : 30-9 : 30 図害館で日本語図署の整理を担当している張穎女史の指導の
もと、 中国語会話の訓練。
9 : 30-11: 30 呉格先生および古籍部の館員の指導のもと、中国古籍のカー
ド目録編簗。
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11: 00-13: 30 昼休み。









































6 家譜、地方志目録 合肥李鵡章全集編纂会議参観 (4-8日）
カード編簗。 15時間 復旦大学古籍研討会参加・報告 (15-21日）







， 経部書類、詩類目 同済大学図書館参観 (8日）
録カー ド編簗。 華東師範大学図書館参観 (9日）




















































































Oふみくら No.48 (1994. 12. 12) 図書館員的工作ー上海復旦大学
図書館研修録抄
0 同上 No.49 (1995. 2. 7) 中国書物文化の断面～「中国古
籍」私話
O認 No.101 (1994. 8 . 15) ふりさけみれば上海の月～中国研
修日誌 1、2 
0 同上 No.102 (1994. 1. 10) ふりさけみれば上海の月～中国
研修日誌 3
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中国図書 40, 000-50, 000冊
外国図書 3, 000-4, 000冊
※なお、復旦大学図書館の業務組織等に関する報告としては、趙申氏の












































































































































































































































食野 図書賢 郵送骰 交通骰 タパコ 旅遊骰
4 538 1169. 55 458.56 月
5 
月 670.5 1011. 5 851.14 
6 
月 1556.8 1530.9 593.95 257 
8380 
7 
月 1278.15 2643.78 1943.2 221.8 473 （北京旅行
費を含む）
1602.4 
8 2605.47 21254.58 5961. 4 （上海帰航空 123 1311.15 月
代を含む）
， 
2652.66 3940.76 4715.16 5 月





































































































（図書選書 • 発注 · 貸出·返却、インフォ 6日日光見学。




（カウンター、受入れ、所蔵入力等） 28 B東大、 NHK等見学。
6 12-16 B理工学図書館における業務研修。 29 B国立博物館、上野動物園等見学。









































・8 : 56、のぞみ 7号にて京都へ (11:12着）
［見学場所］






























・8 : 54、のぞみ 4号にて帰京 (11: 24東京着）。
-31-
こにあえて私自身が感じた問題点を記しておくこととしたい。
まず、日本人が中国で業務研修を行う場合の問題である。今回、私の場
合は、自分が元来、興味をもち、日本ではなかなか勉強できない中国古籍
の勉強を、学識のある館員の指導のもと、おこなうことができた。しかし、
このような館員の存在しない、他部門での研修は全く行われず、簡単な見
学にのみとどまった。今後、復旦大学図書館における研修が、私のように
中国古籍に関じヽのある者ばかりとは限らず、また特定の館員ばかりの手を
煩わすことは、復旦大学図書館にとっても多大な迷惑をかけることになる。
中国の図書館業務の実際は、第 3章でふれたとおり、社会主義体制におけ
る労働と、資本主義体制の労働とは、その意識からして相違があり、優れ
た学識ある館員のもとで特定の知識を習得する以外、研修の成果は得られ
ないだろう。また、もしも上海や中国各地の名所・旧蹟を、半年間も旅行
してまわるだけの研修だとしたら、いったい何のための図書館交流なのか、
わからなくなってしまう。
確かに中国の現在の情況を肌で感じるということは、何ごとにも代え難
いことだが、その中国社会が抱える厳しい問題点を考え、分析することに
おいては、日本における方が逆に情報が入手できるケースが、往々にして
ある。現地の中国人は、よほどのことがない限り、外国人には自国の悪い
面を見せたがらないし、語りたがらない。外国人は、あくまでも「客人」
としての分をわきまえなければならないのである。
私は、復旦大学屈書館側より、上海の図書館雑誌に掲載するためだと依
頼されて、日中両国の図書館に関する小論を提出した。だが、その文章が
中国の図書館を「批判」しているということで、復旦大学図書館の館長先
生は、たいへん機嫌を損ねられたということである。私は、大それた「批
判」文章を書いたつもりは全くなく、ただ、図書館は利用者サービスの面
に力をそそぎ、より「開かれた図書館」を目指していってほしいという主
旨の文章を書いたつもりであった。中国人の「面子」とか、言論統制の厳
しさに、うかつな面が、私自身にあったのかもしれないが、それにしても、
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復旦大学図苦館との館員研修交流をめ ぐっ て
中国側が、自分のマイナス要因と考えているような側面に対し、日本側が
「建言」しただけで、それがお互いの交流に水をさすような事態を引き起こ
すと言うのであれば、このような研修は、やめた方がいいと思う 。ただ単
に、すばらしい研修でした、優秀な図書館でしたと語るためだけに、半年
間も研修を行うことは、少なくと も日本側にと って、これでは何の意味も
ない研修だと判断せざるを得ないだろう 。
次に、中国人が日本で業務研修を行う問題点である。私は、趙申氏の研
修を日本でお世話していて、つくづく両国の経済格差、 およびそれにとも
なう「日本で研修すること（働くこと）」の彼らの生活にとっての重みを痛
感した。
趙申氏の日本への渡航にあたり 、中国側は、日本行きの渡航費や準備費
の類いを一切、支給しておらず、趙申氏自身が、まわりからお金を工面し
て、来日した。また、日本側が「研修費」として、彼に月々支給するお金
の何割かは、帰国後、外貨のままで大学に納めなければならないというこ
とである。この点に関して、中国側の詳しい事情は不明である。それ故、
軽々しく断じることはできないが、このような派遣体制では、業務を学ぶ
というよりも、単なる「円稼ぎ」のための研修になってしまう恐れがある
と思う 。図書館での研修後の空き時間は、アルバイトでもしてすごしたい
という気持ちが沸き起こっても当然である。確かに「研修」とはなってい
ても、外国で働くということには変りがない。自分自身の学習のためだけ
という研修ではなく、家族や友人、自分の所属する単位である図書館をも
背負った研修であることを、理解してあげなければならない。その点の思
慮が私には欠けていたのではないかと反省している。しかし、このような
研修の有り様が、私には決して理想的な研修の形態であるとは、やはり思
えない。仕方のないことかもしれないが。
以上、日中双方におけるこの研修の問題点をあげた。このような日中の
研修交流は、経済的側面からすれば、決して対等なものとは言えないだろ
う。また、どれだけ自由に、率直な意見を交わすことができるか、このこ
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とを抜きにしては、研修の存在意義自体が疑問視されることとなる。今後、
日中双方が、この点をより真摯に考え、よりよい研修交流のあり方を、模
索していけたらと思う次第である。
結び～今後の展望
中国と日本の国交が回復されてから、 20年ほどの歳月が経っている。ま
た経済分野ばかりでなく、学術分野においても、より一層、その人的交流
は盛んになっている。すでに、 「日中友好、中日友好」といった言葉を改め
て唱えるばかりでなく、より現実を見据えたつき合いが求められる時期に
来ている。全世界規模で進展している、コンピュータによる情報ネットワ
ーク化の進展は、より開かれた人間・社会関係を求めるようになるだろう。
このような情報化社会の潮流の中で、世界の図書館は、その社会変動にあ
わせて変化していくだろうし、また変化しなければならない。このことを、
日中両国の図書館が、互いに共通の認識としていくことが、今後の研修交
流に、何よりも必要なことではなかろうか。相手との文化背景、および社
会環境の違い、その良い面も、悪い面もまず認め、相手の意見を無下に否
定したりせず、互いに受け入れ、欠点を補いあって、より親睦を高めあう
ことこそ、真の交流だし、友愛だと思う。たいへん難しいことかもしれな
いが、早稲田大学図書館は、今後ともできるかぎり、真摯な態度で、この
始まったばかりの、親愛なる隣国との交流に向き合っていくべきである。
1995年10月、復旦大学図書館から、引き続き、今度は、我が館の館長先
生を上海に招待するという手紙が届いた。このインビテーションは、当面
は、中国の図書館上層部における意識改革を推進することを、まず優先さ
せた方がいいと語っていた趙申氏の提言が反映された結果だろう。次は、
復旦大学図書館の館長先生が短期間来日されるかもしれない。早稲田大学
図書館が、世界一優れた図書館であるとは、決して言えないが、中国側が、
少しでも国外の状況に目を向けて、現状を変革させていきたいという意志
を、我が館に対して示してくれることは、 何 よりも尊重され、かつ誇りに
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復旦大学図酋館との館員研修交流をめぐって
していくべきことだと思う。
半年間という期間の問題等も含めて、今後、より一層、効果的な研修体
制を、両館が具体的に改善していくため、率直な意見交換をはかる交渉の
場を定期的に持つことを、 21世紀におよぶ研修交流の展望を切り開くため
に、提言しておきたいと思う。
（たかぎ りくお外国図書担当）
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